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T 進化障害者支える
インター
トネ
ッ
ト
で
映
画
を
見
ら
れ
た
り
、
近

所
の
盾
で
扱
っ
て
い
な
い
も
の
を
買
え
た
り
、
声

で
家
電
を
操
作
で
き
た
り
・
:
。
IT{情
報
技
術
V

機
器
や
サ
ー
ビ
ス
の
進
化
で
、
生
活
は
よ
り
便
利

に
な
っ
た
。
有
効
活
用
し
よ
う
と
い
う
動
き
は
、

県
内
の
障
害
者
の
闘
で
も
広
が
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
全
身
の
筋
肉
が
徐
々
に
動
か
な
く
な

る
難
病
「
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
(ALS)」

の
患
者
は
、
目
の
動
き
で
操
作
で
き
る
パ
ソ
コ
ン

を
使
い
、
動
画
や
電
子
書
籍
を
楽
し
む
。
視
覚
障

害
者
の
高
校
生
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
画
面
を
見

や
す
い
設
定
に
変
え
、
教
科
書
や
ノ
l
ト
の
代
わ

りに使う。

た
だ
、
こ
う
し
た
機
器
以
便
利
だ
か
ら
利
用
が

広
が
る
と
い
う
単
純
な
話
で
は
な
い
。
障
害
の
状

況
や
必
要
な
支
援
は
人
そ
れ
吃
れ
。
汎
用
品
で
は

対
応
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
。

重
度
の
知
的
障
害
が
あ
る
、
介
護
者
に
余
裕
が

な
い
と
い
っ
た
場
合
は
、
自
分
た
ち
だ
け
で
機
器

や
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
を
得
る
の
は
難
し
い
。

「
加
年
近
く
前
も
体
の
機
能
を
補
え
る
便
利
な

道
具
は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
使
わ

れ
て
い
た
の
に
、
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て

い
な
か
っ
た
」
。
新
潟
大
の
林
豊
彦
教
授
(
防
)H

電
気
情
報
工
学
専
攻
Hは
こ
う
振
り
返
る
。

有
志
と
協
力
し
て
新
潟
市
に
掛
け
合
い
、
市
の

委
託
を
受
け
る
形
で
2
0
0
8年
目
月
、
「
市
障

が
い
者
I
Tサ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
新
大
内
に

開
設
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
日
年
。
セ
ン
タ
ー
は
学

校
や
病
院
関
係
者
へ
の
研
修
、
障
害
者
や
保
護
者

か
ら
の
相
談
対
応
な
ど
を
重
ね
、
高
い
評
価
を
得

てきた。
I
T機
器
の
発
達
は
「
障
害
者
に
と
っ
て
福
音

で
す
よ
」
と
林
教
授
。
機
器
を
活
用
す
る
障
害
者

や
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
、
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
考

えた。

~

(報道部・
、林
圭
亮
、
写
真
は
写
真
部
・
甲
竜

太
)

目
や
頬
の
動
き
で
パ
ソ
ヨ
ン
を
操
作
す
る
A
L
S患
者

の
酒
井
孝
道
さ
ん
と
妻
の
律
子
さ
ん
リ
新
潟
市
西
区

岩本公水 25年記念し新曲
香田晋さん僧侶兼書家に
米女子高生が辺野古映像
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蜘
. 掲載する指数はl回目や季節によって変わります。
9 月は、ビール、洗砲、熱中症、 星空、アイス、お出かりの11闘に掲載します。
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27 
23 
28 

21 
20 
2(i) 

28 
29 
29 

23 
22 
22 

31 
32 

29 
32 

ビール
指数



i
q'AJ』
叫
'AWIn--
t
t
A%is--1
l」

， 

a  

2  集中寺第3種郵便物認可2 0 1 9年(令和元年)9月14 日( 土曜日)

2台
の
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
酒
井
さ
ん
。

ヘ
ッ
ド
ホ
ン
か
ら
顔
に
伸
び
る
装
置
が

頬
の
動
き
を
検
知
す
る
H
新
潟
市
西
区

( 日刊) 新潟日報

新
潟
市
中
央
区
の
新
潟
南
高
校
2

年
、
伊
東
希
さ
ん
(
路
)
は
両
目
と
も
緑

内
障
で
視
野
が
狭
く
、
見
え
に
く
い
。

読
み
書
き
を
補
助
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
と
ア
プ
リ
を
使
い
、
学
習
に
役
立
て

ている。
伊
東
さ
ん
は
昨
年
夏
ご
ろ
か
ら
目
に

異
変
を
感
じ
、
緑
内
障
と
診
断
さ
れ
た
。

視
野
は
以
前
の
日
分
の
1
以
下
に
低

下
。
文
字
が
細
く
見
え
、
色
を
薄
く
感

じ
る
よ
う
に
な
り
、
文
章
を
読
む
の
が

困
難
に
な
っ
た
。

医
師
の
勧
め
も
あ
り
、
新
潟
市
障
が

い
者
I
Tサ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
相

談
。
米
ア
ッ
プ
ル
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

「i
p
a
d
(ア
イ
パ
ッ
ド
)
」
と
、

アプリ「
N
o
t
a
b
i
l
i
t
y
(ノ

ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
l)」
を
紹
介
さ
れ
た
。

希さん (6) = 新潟市中央区 =緑内障伊東
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酒井孝道さん (69) = 新潟市西区 =

視
線
入
力
ネ
ッ
ト
楽
し
む

A .L S  

自
宅
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
る
「
筋
萎
縮

A
L
Sは
運
動
を
つ
か
さ
ど
る
神
経

性
側
索
硬
化
症
(ALS)」
の
酒
井
が
障
害
を
受
け
る
難
病
。
会
社
員
だコ

孝
道
さ
ん
(ω)H新
潟
市
西
区
日
の
視
た
孝
道
さ
ん
は
散
歩
中
に
異
変
を
感

線
の
先
に
、
パ
ソ
コ
ン
が
掲
げ
ら
れ
て
じ
、
印
代
半
ば
で
徐
々
に
体
が
動
か
な

い
る
。
く
な
っ
た
。

2
0
0
7年
に
A
L
Sと

画
面
に
は
ひ
ら
が
な
の
キ
ー
ボ
ー
ド
診
断
さ
れ
た
。体
は
ほ
と
ん
ど
動
か
ず
、

が
表
示
さ
れ
、
「
あ
」
の
キ
l
を
1秒
近
言
葉
を
発
せ
ら
れ
な
い
が
、
見
聞
き
で

く
見
詰
め
る
と
画
面
に
「
あ
」
と
表
示
さ
き
、
意
識
も
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

れ
る
。パ
ソ
コ
ン
に
内
蔵
さ
れ
て
い
る
当
初
は
病
院
の
紹
介
で
、
指
で
ボ
タ

特
殊
な
カ
メ
ラ
が
視
線
を
検
知
し
、
注
ン
を
押
し
て
操
作
す
る
パ
ソ
コ
ン
を
使

視
が
ク
リ
ッ
ク
に
な
る
仕
組
み
だ
。
っ
た
。
文
章
を
打
て
る
よ
う
に
は
な
っ

こ
の
パ
ソ
コ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
た
が
、
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
も
で

の
利
用
や
、
テ
レ
ビ
、
照
明
の
操
作
も
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
た
い
」
と
思
っ

き
る
。孝
道
さ
ん
が
「
野
球
の
ス
ポ
ー
ツ
た
妻
の
律
子
さ
ん
(
船
)
が
新
潟
市
障
が

番
組
を
よ
く
見
る
。(
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
い
者
I
Tサ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
相
談

動
画
投
稿
サ
イ
ト
の
)
ユ
l
チ
ュ
ー
ブ
、
した。

も
好
き
」
と
入
力
す
る
と
、
コ
ン
ビ
ュ
l

ス
タ
ッ
フ
が
定
期
的
に
酒
井
さ
お
宅

タ
lが
読
み
上
げ
て
く
れ
た
。

を
訪
れ
、
パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
を
教
え

ア
イ
パ
ッ
ド
に
は
画
面
の
色
彩
を
反

転
さ
せ
る
機
能
が
あ
る
。
伊
東
さ
ん
は

普
通
の
本
の
よ
う
な
白
地
に
黒
文
字
は

見
え
に
く
い
が
、
黒
地
に
白
文
字
な
ら

見
え
や
す
い
。
教
科
書
を
ス
キ
ャ
ナ
l

で
読
み
取
り
、
ア
イ
パ
ッ
ド
に
恥
り
込

ん
で
色
を
反
転
さ
せ
れ
ば
、
黒
地
に
白

文
字
の
教
科
書
となる。

ノ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
は
ノ
ー
ト
の
よ

う
に
画
面
に
書
き
込
め
る
ア
プ
リ
。
ア

イ
パ
ッ
ド
の
色
彩
の
反
転
機
能
と
組
み

合
わ
せ
れ
ば
、
黒
地
の
ノ
l
ト
と
し
て

アイパッドの画面の色彩を
、反転させ、自習に使う伊東
希さん= 新潟市中央区

た
。
障
害
の
進
行
に
合
わ
せ
¥
ボ
タ
ン

の
形
状
な
ど
を
変
更
。
視
線
入
力
の
パ

ソ
コ
ン
を
紹
介
し
、
購
入
に
向
け
た
公

費
支
給
の
申
請
な
ど
も
サ
ポ
ー
ト
し

た
。孝

道
さ
ん
は
日
年
か
ら
視
線
入
力
の

パ
ソ
コ
ン
を
使
い
、
現
在
は
頬
の
動
き

で
操
作
す
る
タ
イ
プ
も
駆
使
す
る
。
ヘ

ル
パ
ー
か
ら
泊
時
間
体
制
で
介
護
を
受

け
る
中
、
意
思
伝
達
に
欠
か
せ
な
い
道

具
に
な
っ
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
の
活
用
で
「
自
分
で
で
き
る

楽
し
み
が
増
え
た
」
と
孝
道
さ
ん
。
自

身
の
電
子
書
籍
は
推
理
小
説
な
で
約
3

0
0冊
0
・孫
と
一
緒
に
ア
ニ
メ
を
見
る

の
も
楽
し
み
の
一
つ
だ
。

律
子
さ
ん
は
「
自
転
車
も
乗
れ
る
よ

う
に
な
る
ま
で
回
り
の
支
え
が
必
要
。

パ
ソ
コ
ン
も
同
じ
で
、
支
え
に
な
っ
て

く
れ
た
の
が
セ
ン
タ
ー
だ
っ
た
」
と
話

した。
使える。「

文
章
が
格
段
に
読
み
や
す
く
な
っ

た
」
と
伊
東
さ
ん
。
授
業
に
後
れ
を
と

っ
た
が
、
少
し
ず
つ
つ
い
て
い
け
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
。

障
害
を
負
っ
て
も
中
学
の
英
語
教
師

に
な
る
夢
は
変
わ
ら
な
い
。ハ
ン
デ
ィ

は
あ
る
が
、
「
英
語
を
楽
し
く
、
身
近
に

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
先
生
に
な
り

た
い
」
と
大
学
進
学
を
目
指
し
て
い
る
。

ノータビリティーのア
プリを起動したアイパ
ッドの画面。背景の色
を黒くし、 ぺンで存ぞ
ると白い線を引ける

食と歴史と人が織りなす新潟のものがたり
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「
新
し
い
場
所
に
不
安
を
覚
え
る
す
道
具
選
び
の
重
要
性
を強調。

子
ど
も
に
と
っ
て
見
通
し
を
立
て
「
成
功
体
験
が
積
み
上
が
る
ツ
l

ら
れ
る
」
と
利
点
を
説
明
し
た
。

ル
を
一
緒
に
探
そ
う
」
と
呼
び
掛

太
く
て
握
り
や
す
い
シ
ャ
l
ペ
け
た
。

ン
や
分
数
計
算
が
で
き
る
電卓
な
参
加
し
た
江
南
区
の
亀
田
西
小

ど
、
先
端
技
術
を
必
要
と
し
な
い
教
諭
、
五
十
嵐
美
香
さ
ん
(
お
)
は

「ロ
lテ
ク
」
の
道
具
も
示
し
、
「
機
器
に
つ
い
て
学
ぺ
る
貴
重
な

「
必
ず
し
も
ハ
イ
テ
ク
が
良
い
わ
機
会
。
す
ぐ
で
き
そ
う
な
取
り
組

け
で
は
な
く
、
目
的
に
合
わ
せ
て
、
み
も
あ
っ
て
良
か
っ
た
」
と
話
し

道
具
を
選
べ
ば
い
い
」
と
語
っ
た
。
た
o

AUN
ヨ〆

幽喝

室
戸
崎
墨
長
崎
有国

da

い
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
。
音
に
敏
感
な
障

害
者
が
作
業
に
集
中
し
た
い
と
き

に
役
立
つ
。
顔
に
か
ざ
す
だ
け
で

計
れ
る
体
温
計
は
、
.触
ら
れ
る
の

を
嫌
が
る
障
害
者
に
有
効
で
、
体

温
を
自
動
記
録
し
て
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
で
見
る
こ
と
も
で
き
る
と
い

v

つ。

研
修
で
紹
介

多
様
な
機
器
、

雲寺三穏喜吉村整体院
E E誼⑥025・385・3399認22拝開制

支
援
学
校
(
新
潟
市
東
区
V
での

研
修
会
に
は
県
内
の
教
員
ら
約
切

人
が
参
加
。
セ
ン
タ
ー
の
山
口
俊

光
・
新
大
特
任
講
師
(
泊
)
が
障
害

者
に
役
立
つ
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
を

紹介した。

・例
え
ば
、
空
調
な
ど
の
雑
音
を

抑
え
る
が
、
人
の
声
は
遮
り
に
く

新
潟
市
障
が
い
者
I
Tサ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
は
新
大
五
十
嵐
キ
ャ

ン
パ
ス
(
新
潟
市
西
区
)
を
拠
点

に、
4人
体
制
で
研
修
や
相
談
に

当
た
る
。
障
害
者
と
接
点
を
持
つ

た
め
、
学
校
や
病
院
関
係
者
へ
の

研
修
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

8月下旬、
県
立
東
新
潟
特
別

新潟市障がい者 I Tサポートセンター

学
習
に
役
立
つ
さ
ま
ざ
ま
な
ア

プ
リ
も
紹
介
。
衛
星
写
真
を
利
用

した「グ
lグ
ル
ア
!
ス
」
は
校
外

教員を対象にした障
害者向け機器の研修
会。休憩時間には機
器が並ぷ机や講師を
参加者が囲んだ= 新
潟市東区の県立東新
潟特別支援学校

。
工、言
、<n  .  も. .  ， 
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。
。
騒
音
を
抑
え
る
が
、
人
の
声
は
遮
り
に
く
い
ヘ
ッ
ド
ホ
ン

@
太
く
て
握
り
や
す
い
シ
ャ
l
ペ
ン
や
分
数
計
算
で
き
る
電
車
な
ど

の
「
口
lテ
グ
」
機
器

@
シ
ー
ル
を
タ
ッ
チ
す
る
と
録
音
し
ず
ん
い
た
音
声
が
流
れ
る
機
器

「V
O
C
A
lp
E
N
(ボカペン)」
。
読
み
が
苦
手
な
障
害
者

が
好
き
な
箇
所
を
選
ん
で
読
み
上
げ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
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企
業
は
障
害
者
一
人
一
人
に
ど
ん
な
能

力
が
あ
っ
て
、
ど
ん
な
環
境
を
整
え
れ

ば
、
ど
ん
な
こ
と
が
ヱ
き
る
か
知
り
た

い
は
ず
。
そ
こ
で
セ
ン
タ
ー
が
力
に
な

れ
る
の
で
は
な
い
か
。

た
だ
、
現
状
で
は
予
算
的
に
厳
し

く
、
こ
れ
以
上
活
動
を
増
や
す
の
は

難
し
い
。
米
国
の
よ
う
に
機
器
の
専

門
家
が
職
業
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
機
器
が
活
用
さ
れ
る

か
ど
う
か
は
ま
だ
教
育
や
医
療
現
場

の
個
人
に
依
存
し
て
い
る
。
支
援
が
行

き
渡
る
社
会
シ
ス
テ
ム
を
ど
う
つ
く

る
か
、
私
に
与
え
ら
れ
た
課
題
だ
。

け
で
は
な
い
。
学
校
も
病
院
も
職
員
は

日
々
の
業
務
で
支
援
機
器
に
つ
い
て
知

る
余
裕
が
な
い
こ
と
も
あ
る
。
機
器
は

年
々
新
し
く
な
り
、
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
も

さ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
今
後
も
積
極
的

新
潟
市
障
が
い
者
I
Tサ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
は
設
立
か
ら
約
日
年
が
経
過
し

た
。セ
ン
タ
ー
長
の
林
豊
彦
・
新
大
教
授

H
写
真
Hに
成
果
や
展
望
を
聞
い
た
。

ー
セ
ン
タ
ー
が
果
た
し
た
役
割
は
。

セ
ン
タ
ー
は
基
本
的
に
単
独
で
は
動

か
な
い
。
教
育
や
リ
ハ
ビ
リ
の
現
場
と

一
丸
と
芯
り
、
一
人
一
人
に
最
適
な
支

援
を
す
る
。
道
具
は
環
境
の
一
つ
で
し

か
な
く
、
現
場
で
使
わ
れ
な
け
れ
ば
意

味
が
な
い
か
ら
だ
。
県
内
の
学
校
や
病

院
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
柄つ
く
り
を
進

め
、
セ
ン
タ
ー
の
存
在
が
広
く
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
効
果
的
な
支
援
が

林豊彦センター長( 新大教授}

(日刊)新潟日報

つ
な
げ
た
い

に
出
向
き
、
情
報
提
供
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

ー
今
後
の
目
標
は
。

障
害
者
の
就
労
支
援
に
も
っ
と
取
り

組
み
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
就
労
先
と

な
る
企
業
を
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
。

就
労
支
援
に

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ー
障
害
者
に
必
要
な
機
器
の
普
及
は

進
み
ま
し
た
か
。

ア
イ
パ
ッ
ド
な
ど
優
れ
た
機
器
の
登

場
が
後
押
し
と
な
り
、
だ
い
ぶ
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
行
き
届
い
た
わ

集特3  
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